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皆さんは日々どのくらい諺や格言などを使

うだろうか？会話の中でも中々出てくるこ

とは無いだろう。我々大人が使わなければ、

子どもたちが覚えることは無い。子どもや

保護者との面談では、出来るだけ諺を使う

ようにしている。少しでも伝えていければ

と思って書いている。 

 

 今回は次の５つ。 

 ・過ちてあらたむるに憚
はばか

ることなかれ 

 ・荒馬の轡
くつわ

は前から 

 ・嵐の前の静けさ 

 ・粟一粒は汗一粒 

 ・案ずるより産むがやすし 

 

＜過ちてあらたむるに憚
はばか

ることなかれ＞ 

  過ちを犯したことに気付いたら、体裁

や体面などに囚われず、直ちに改めるべ 

 

 

 

 

きと言う戒め。出典は「論語」の学而。 

 

  子育て中の親がよくやってしまうのが、

自分の過ちを認めない事だ。子どもが小

さい時はともかく、小学校高学年ともな

れば、知識も増え、親の過ちに気付くよ

うになるし、その指摘も厳しくなる。子

どもは思春期になっているからこそ、親

はまだ何とか自分の力を利かせたいと思

う。子どもに馬鹿にされないようにと意

地をはり、誤魔化し、自分の過ちを認め

ようとしない。 

  先日「隠蔽捜査」と言うテレビドラマ

で、警察官僚の父親が息子の麻薬使用を

知り、警察に自首することを勧め、自分

の進退も考えると言う話があった。良く

ある話なら、息子の罪を隠し、知らんぷ

りをするだろう。それが父親自身を守る
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から。子どものためと言いつつ、結局は

自分の事を重視してしまう。親のエゴだ。 

  社会でも食材偽装やデータ改ざんなど

の過ちのために、会社の幹部がテレビで

謝罪会見をしている。このように、過ち

と知りながらも直ぐに正さなかった結果、

世間を騒がせるような大事件に発展し、

社長が辞職したり営業停止になったり最

悪の結末になった例を見てきた。誰もが、

「何故もっと早くに過ちを正さなかった

のだろう？」「誰かが正す勇気を持ってい

ればこんなことにならなかったのに・・・。」

などと思っただろう。しかし、そうはな

らないのは何故か？そこには「事なかれ

主義」や「自分の代には穏便に」と思う

経営者、上層部の思惑が働き、現場で不

安に思っている部下・職員の気持ちを受

け止めようとしないことや、前任者がや

ったことの責任を取りたくなくて、見て

見ぬふりをし、悪い事とわかっていなが

らも続けてしまったと言う事もあるだろ

う。 

  大人社会がこのようなことをしている

のを子どもたちはニュースなどで知って

いる。そのことを前提に子育ての場面で

この諺がどのように生きてくるだろう

か？ 

  子どもは様々な過ちをするものである。

悪いこともする。軽いのりで万引きをし

てしまう子、いじめをしてしまう子、つ

い友達の物を持ってきてしまう子。嘘を

つき、誤魔化し、更にその嘘の上塗りを

する子。 

そんな子ども達に親はどんな対応をす

るべきだろうか？ 

親には三通りいる。子どもを１００％

信じて守ろうとする親、子どもを半分信

じ半分疑っている親、そして子どもを全

く信じず、端から「お前が悪い」と怒鳴

り付ける親だ。 

  思わず犯してしまった過ちや一旦つい

た嘘を、「○○ちゃんはそんなことはしな

いものね！」などと親に 1０0％信じら

れてしまうと、「自分がやりました」とか

「嘘でした」とは言えなくなる。しかも

こういう親は周りに攻撃的になり易い。

「うちの子に限ってそんなことは絶対あ

り得ない！」「濡れ衣だ！」「証拠はある

のか！」などと言いだす始末。親のこん

な動きを見れば見る程、子どもは真実を

語れなくなり追いつめられるだろう。万

が一、後で子どもが親に真実を語ったと

しても、今更振り上げた拳を降ろせず、

子どもに嘘を突き通させる親までいるく

らいだ。つまり親自身が謝れないのであ

る。 

  正反対の位置にある「全く信じない」

親はどうか。本当に悪いことをしてしま

った場合は叱られて当然だが、やって居

ない場合が問題となる。いくら「やって

居ない」と言っても信じてもらえないた

め、結果的にやってもいないことを「や

りました」と認めることになる。この屈

辱はずっと尾を引き、大人になっても親

への恨みとして語られることさえある。 

  真ん中に位置する「半信半疑」の親、

つまり「子どもって嘘をつくことも、過

ちをおかすこともある」と認識している

親の場合、子どもへの対処も、「もしかし

たら」と言う関わり方ができ、子どもは

早い段階で謝れたり、罪悪感で様子がお

かしくなったりして過ちや嘘がばれてし
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まう事も多いだろう。 

  子どもの過ちを正す上では、要するに

親が、子どもを客観的に見つめることが

出来ているか否かにかかってくるのだと

思う。 

  そして、子どもに事が大きくなる前に

過ちを認め、謝ることを教えるには、親

自身が潔く、早期に過ちを認め、謝る姿

を見せることが必要である。 

間違った行動は変えればよい。過ちを

犯した子どもを叱る際、子ども自体を否

定するのではなく、その行動が間違って

いると叱ってあげられる親であってほし

い。行動はいくらでも変えられるが、人

間そのものはそう簡単に変えられるもの

ではないし、人は誰でも自分自身を否定

されることは受け入れたくない。親が自

ら見本を見せつつ、子どもたちに過ちを

早期に正す事の大切さを伝えて行けば、

昨今マスコミで取り沙汰されているよう

な事態はいずれなくなるのではと思う。 

 

英語では・・・   

It is never too late to mend. 

(行いを改めるのに遅すぎると言うことは

ない） 

 

 

 

 

＜荒馬の轡
くつわ

は前から＞ 

 困難な問題にぶつかったときは、真正面

から堂々とぶつかるのがよいということの

たとえ。轡とは馬を制御するために馬の口

にくわえさせる金具のこと。 

 

 荒馬に例えては申し訳ないのだが、思春

期に暴れてしまう子ども達、いわゆる家庭

内暴力の場合の対応は、この諺によくあら

わされていると思う。 

 子どもは全身を使って暴れ、訴えている。

「助けて」と。しかし、荒馬のごとく暴れ

るために、親は逃げることだけを考えてし

まう。荒馬にしてしまったのは誰か？その

責任も負おうとせずに、化け物扱いをし、

逃げ回る。そんなことで荒馬が収まる筈も

ない。益々暴れるだけだ。 

 荒馬の轡をとるには、真正面から向かわ

なければとれないのと同様に、暴れる子ど

もともしっかり真正面から向き合えば早く

に抑える事が出来るだろう。しかも、親が

今まで子どもに対しどう向き合ってきたか

を振り返り、反省し、謝ることが必要とな

る。 

一体今まで、自分の子供にどのように接

してきただろうか？良い子を押しつけてい

なかっただろうか？暴力で押さえつけてこ

なかっただろうか？甘やかし過ぎて来なか

っただろうか？親の都合で子どもの感情を

無視し、振り回してこなかっただろうか？

子どもの話をちゃんと聞いてきたか？良い

ところを見つけられず、否定ばかりしてこ

なかったか？子どもが荒馬に変身する理由

がここにある。 

 勿論親だって人間だし、完璧な親などい

ない。できそこないの親で良い。それを認

められれば良いのだ。 

 最悪のパターンでは、警察の世話になっ

たり、児童相談所に一時保護されたり、入

院になったりする。そんなことになる前に、

親として未熟な自分を見直し、反省し、そ

して子どもの叫びをしっかり聴いてあげる
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ことが向き合うことになるだろう。轡をと

って暴れが治まったら、引き回したりせず、

轡そのものを外して、ある程度の枠の中で

自由にさせてあげると良いだろう。思春期

はコントロールしようとし過ぎないことも

大切である。 

 

 

 

 

＜嵐の前の静けさ＞ 

 大きな事件や異変が起こる前の一時的に

訪れる不気味な静けさのこと。暴風雨が襲

う前、一時的に雨や風がおさまって静かな

状態になることから、不安を感じるような、

不気味な静けさをあらわす。 

 

 この言葉が直接子育てに繋がるというも

のではないかもしれないが、筆者が子育て

中、度々この言葉を使ったので載せること

にした。 

 筆者の子どもが様々ないたずら（本人は

そのつもりではないが）をした時、それが

発覚する前の穏やかな時間を思うと正に

「嵐の前の静けさ」なのである。 

 幼い子どもがどこかで静かにしている時

ほど要注意。トイレの水で遊んでいたり、

トイレットロールを引き出していたり、口

紅などの化粧品で遊んでいたり、米をばら

まいていたり・・・。思い出せばキリがな

いほど沢山の、大人にとって迷惑な遊びを

してくれた。子どもにとってはこの上なく

楽しい遊びなので、静かに集中して遊んで

いる。後には笑い話になるが、その時は大

変な騒ぎになることも多い。 

 こんな微笑ましい話とは違い、もう少し

大きくなると、やけに良い子を演じる時も

要注意だ。いつもは親の言うことなど中々

聞かないのに、自分から率先してお手伝い

をするなどは、何かおねだりか悪いことを

してしまった後ということも多い。「虫も殺

さない良い子」が裏でとんでもないことを

しているなどという例もある。 

穏やかな日と言うのは子育て中は長続き

せず、必ず嵐もやってくると覚悟しておけ

ば、慌てることも減るだろう。 

 

 英語では・・ 

 After a calm comes a storm.（凪の後

には嵐が来る） 

 

 

 

 

＜粟一粒は汗一粒＞  

 農作業の苦労をあらわしたことわざ。粟

一粒を作るには、農民の汗一粒が流されて

いるという意から。 

 

 筆者が子どもの頃は、粟は流石に食べな

い時代だったので「お米を一粒作るのにお

百姓さんが汗水流し、苦労している。だか

ら一粒でも残してはいけない。」と教えられ

たものだ。しかし飽食の時代に在って、食

べ物を残すことに罪悪感がなくなっている。

給食でもたくさんの食べ残しが出るし、賞

味期限の問題で捨てられる食べ物も多い。 

 粟一粒作るのにも一生懸命頑張っている

人がいると我々大人が感謝し、食べ物を大

事にしていく姿を見せていかねば、次世代

を作る子どもたちは、もっと食べ物をぞん

ざいに扱うことになるだろう。 
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 食については、もっと気をつけなければ

ならない時代にもなった。肥沃だった土地

は、何度も収穫を繰り返し、肥料で足され

るミネラルが限られているため、土地その

ものに含まれる栄養素が減っている。その

結果作物に含まれるミネラルも当然減る。

匂いや味が薄くなった野菜には栄養素も少

ない。もっと栄養素のある野菜をという動

きも出てきた。 

 一方農業は人気もなく、後継ぎがおらず

農業をやめたという話も聞く。作物を育て

るのは大変だ。肉体労働だし、土をいじり、

虫や病気と戦い、よりよい作物にするため

文字通り汗水たらす。その割には経済的に

さほど潤うわけではない。お金に執着する

人や、都会的な洗練された生活を夢見る若

者には向かないのかもしれない。もしかし

たら、我々大人が農業は大変だと言う事ば

かり伝え、農業の楽しさを伝えて来なかっ

たことも、若者を農業から遠ざけてきた原

因かもしれない。しかし、農業は大事な産

業である。野菜や米無しで、ミネラルやビ

タミンなどの栄養素を全て錠剤で摂るよう

な生活をだれも望まないし、日本人にはや

はり米が必要だ。 

最近農業高校の漫画が流行って、農業に

携わろうと考える若者が増えたと聞く。喜

ばしいことだ。決して楽ではない仕事に敢

えて就くには大変な覚悟がいるだろう。そ

れでも農業に携わったり、畜産に携わった

りする若者がいることに、日本の未来の明

るさを感じる。粟一粒は汗一粒というこの

諺が、反面教師として働いて汗をかくこと

の楽しさに繋げてくれると良いと思う。 

 

 

 

 

＜案ずるより産むがやすし＞ 

始める前はあれこれ心配をするものだ

が、実際にやってみると案外たやすくで

きるものだというたとえ。お産する前は

本人も周囲の人も色々と心配することが

多いが、終わってみると案外たやすく済

んでしまうものであるということから、

出産に限らず、物事は事前にあれこれ思

い悩むよりも、実際はそれほど難しくな

いということ。 

あまり取り越し苦労をするなという慰め

の意味で使われることが多い。 

「案ずるより産むが易い」ともいう。「産

む」は「生む」とも書く。 

 

この言葉を使う頻度が以前より増した。

どうも最近の親も子も全般的に不安が強く、

あれこれ悩み過ぎる傾向がある。まだやっ

てもいない事の結果を心配し、前に進めな

くなってしまうのだ。 

先日も小学校 6年生の子に将来何になり

たいかと聞いたら「何もない」と言う。「好

きな事とかないのかな？」などと話してい

たら、「将来に夢を持って期待して、叶わな

かった時にがっかりしたくないから、最初

からそんなことは考えたくない。」と言いだ

した。「夢も希望もない」状態＝「今さえよ

ければよい」状態である。 

最初からだめだった時を考えたら、誰で

も何もする気は起きないだろう。子どもっ

てもっと夢にあふれ、希望にあふれている

ものと思っている人も多いだろうが、そう

でもないという現実がある。 

 なぜこの子はそのような事を言うのかと
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言えば、親に先読みされ、夢や希望を潰さ

れてきたからである。大人が子どもの夢や

希望を潰してしまうのは、大人自身が自分

の夢を信じられなかったり、現実の厳しさ

から子どもが辛い思いをしないようにと言

う親心からだろうが、子どもが夢や希望を

持つことは応援してほしいものだ。大人に

なっても夢をもち、叶えて行く人はたくさ

んいる。夢をただの夢として終えてしまう

かどうかも、その人の努力次第である。子

どもも大人も夢を見ることが、明日のエネ

ルギーを生むと思うのに、多すぎる情報が

潰してしまうので、子どもも大人もエネル

ギーが下がってしまっている。 

 何かする前から心配をし始めたらきりが

ない。心配は心配を呼び、不安が不安を呼

ぶ。考えることも大切だが、考える前にや

ってみることも大事だ。失敗したって良い

ではないか。失敗を許さない風潮のある社

会では、人々をより慎重にさせてしまい、

それが子どもたちにも伝搬している。 

子どもの世界を守り、子どもの夢や希望

を守り、そして大人である我々も夢や希望

を持って、前を向いて歩くことから始めれ

ばよいではないか。落ちるから飛行機に乗

らない、つり橋は渡らない、事故を起こす

のが怖いから車の免許は取らない、失敗す

るのが怖いから先頭に立って行動を起こす

ことはしないなど、ナイナイづくしは辞め

よう！成せばなる！！ 

 

英語では・・ 

An attempt is sometimes easier 

than expected.（やってみると、思っ

ていたより易しいことがよくある） 

 

 今回はここまで。 

 

 

 

 

 


